
文
化
公
演
会

オ
ス
ペ
ン
ギ
ン

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

28
日
13
時
半
か
ら
１
号
室

で
「
お
笑
い
芸
人
オ
ス
ペ
ン

ギ
ン
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
ふ

れ
あ
い
会
長
、
白
岩
文
化
協

会
長
の
挨
拶
の
後
、
ゲ
ス
ト

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

「
オ
ス
ペ
ン
ギ
ン
」
は
吉
本

興
業
の
茨
城
県
定
住
お
笑
い

芸
人
「
山
中
た
か
と
し
」
と

「
で
れ
す
け
」
の
コ
ン
ビ
で
、

Ｊ
Ｗ
Ａ
Ｙ
の
番
組
に
も
毎
月

出
演
し
て
い
ま
す
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
オ
ス

ペ
ン
ギ
ン
が
準
備
し
た
「
茨

城
県
、
日
立
市
、
そ
の
他
の

活
動
」
の
リ
ス
ト
か
ら
リ
ク

エ
ス
ト
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
当
意

即
妙
の
掛
け
合
い
を
展
開
し

多
数
の
聴
衆
を
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
テ
ー
マ
は
「
茨

城
の
逆
襲
」
「
百
キ
ロ
マ
ラ

ソ
ン
」
「
だ
る
ま
さ
ん
が
転

ん
だ
」
「
寒
中
禊
」
「
御
岩

神
社
」
「
コ
ン
ビ
名
の
由
来
」

な
ど
十
数
項
目
。
要
望
に
応

え
て
持
ち
ネ
タ
の
披
露
も
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
90
分

で
し
た
。

日
立
と
の
関
わ
り
は
Ｊ
Ｗ

Ａ
Ｙ
へ
の
出
演
。
12
年
間
毎

月
１
回
、
水
戸
か
ら
通
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
も
「
茨
城
お
も

し
ろ
研
究
所
」
や
「
茨
城
の

食
レ
ポ
」
な
ど
茨
城
弁
を
活

か
し
た
番
組

を
多
数
全
国

に
配
信
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん

が
多
数
参
加

し
、
身
近
に

生
芸
を
堪
能

し
た
シ
ョ
ー

で
し
た
。

多
賀
中
学
校

吹
奏
楽
発
表
会

28
日
10
時
半
か
ら
秋
晴
れ

の
前
庭
で
、
吹
奏
楽
部
１
、

２
年
生
20
名
の
新
編
成
メ
ン

バ
ー
が
山
崎
枝
里
子
先
生
の

指
揮
の
も
と
、
普
段
の
猛
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
初
演

奏
を
元
気
に
披
露
し
ま
し
た
。

演
目
は
「
銀
河
鉄
道9

9
9

」

「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
２
」
と

定
番
「
宝
島
」
の
３
曲
。
ア

ン
コ
ー
ル
に
も
応
え
聴
衆
の

大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
度
の
東
関
東
大
会
で
、

３
年
生
が
率
い
て
銀
賞
に
輝

い
た
伝
統
を
し
っ
か
り
受
け

継
ぐ
こ
と
で
し
ょ
う
。
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成沢文化協会30周年 ふれあい文化祭

10
月
28
日
（
土
）
、
29
日
（
日
）
、
文
化
祭
実
行
委
員
会
、

成
沢
地
区
文
化
協
会
、
成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
の

主
催
に
よ
る
「
成
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
成
沢
地
区
文
化
協
会
」

は
今
年
で
設
立
30
周
年
を
迎

え
、
28
日
午
後
、
文
化
公
演

会
に
先
立
っ
て
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

岩
波
日
立
市
文
化
協
会
長

の
祝
辞
の
後
、
白
岩
会
長
は

「
平
成
５
年
９
月
に
設
立
さ

れ
、
６
年
１

月
に
第
１
回

の
「
ふ
れ
あ

い
文
化
祭
」

を
開
催
。
主

な
活
動
は
研
修
旅
行
、
公
演

会
、
文
化
祭
等
で
、
今
後
も

地
域
の
文
化
交
流
を
図
っ
て

い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
協
会
は
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
記
念
誌
「
30
年
の
あ
ゆ

み
」
と
し
て
12
月
に
発
行
す

る
予
定
で
す
。

成
沢
文
化
協
会
30
周
年

記
念
誌
を
発
行

発 行 成沢学区

コミュニティ

推 進 会

「ふれあい」

責任者 西 英 信

発行者 広 報 部



～
演
芸
・
書
画
な
ど
～

29
日
、
１
号
室
で
は
茅
根
さ

ん
の
司
会
で
12
サ
ー
ク
ル
の
皆

さ
ん
が
器
楽
、
民
謡
・
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
歌
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

剣
舞
・
日
本
舞
踊
・
能
楽
の
踊

り
な
ど
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
成
果

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

太
極
拳
や
創
作
歌
謡

な
ど
ふ
だ
ん
視
聴
す
る

こ
と
が
稀
な
演
舞
も
あ
り
、
熱

い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

別
室
で
は
、
書
道
、
手
作
り

小
物
、
手
編
み
セ
ー
タ
ー
、
人

形
、
山
野
草
な
ど
の
作
品
展
示
、

模
擬
店
、
食
生
活
改
善
の
パ
ネ

ル
展
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

中
で
も
健
康
コ
ー
ナ
ー
の
健
康

診
断
（
血
管

年
齢
・
骨
密

度
・
脳
年
齢
）

に
は
順
番
待

ち
が
出
る
盛

況
で
し
た
。

前
庭
で
は
、
五
目
お
こ
わ
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
焼
き
そ
ば
、

焼
き
鳥
、
お
好
み
焼
き
や
野
菜

即
売
な
ど
の
屋
台
が
並
び
、
芝

生
テ
ン
ト
の
休
憩
所
は
ほ
ぼ
満

席
状
態
が
続
き
、
午
前
中
に
完

売
メ
ニ
ュ
ー
も
出
る
繁
盛
ぶ
り

で
し
た
。
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芸
能
・
作
品
発
表
会
賑
わ
う

模
擬
店
も
活
況
！

冬の生涯学習講座の案内
①12/9 （土）蕎麦打ち講座

②12/21（木）クリスマス会

③12/25（月）味噌作り

④12/25（月）麹作り

⑤12/26（火）生花教室

※詳細は別途案内を参照

司会の茅根さん



９
月
16
日
（
土
）
午
前
、
成

沢
小
学
校
体
育
館
と
前
庭
に
て

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
約
80
名
は
体
育
館
内

で
各
支
部
毎
に
整
列
、
自
主
防

災
・
防
犯
副
部
長
水
庭
氏
の
司

会
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、

西
会
長
、
市
消
防
署
斎

藤
氏
の
挨
拶
の
後
、
矢

吹
部
長
か
ら
訓
練
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
４
班
に
分
か

れ
、
初
期
消
火
訓
練
、

煙
道
避
難
訓
練
及
び
心

肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
操
作
訓

練
を
、
署
員
の
丁
寧
な
指
導
の

も
と
全
員
が
経
験
で
き
る
よ
う

に
配
慮
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

前
庭
で
行
わ
れ
た
初
期
消
火

訓
練
で
は
消
火
器
の
扱
い
方
や

「
狙
う
消
火

ポ
イ
ン
ト
は

火
元
」
な
ど

を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
煙

道
避
難
訓
練
で
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

（
帽
子
代
用
）
を
か
ぶ
り
、
煙

で
先
が
全
く
見
え
な
い
中
で
障

害
物
代
わ
り
の
カ
ー
テ
ン
に
驚

き
な
が
ら
、
体
を
か
が
め
て
手

探
り
で
逃
げ
る
怖
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

館
内
で
は
救
命
救
急
手
当
法

を
希
望
者
全
員
が
体
験
。
意
識

の
な
い
被
災
者
（
マ
ネ
キ
ン
利

用
）
の
脈
を
確
認
し
て
直
ち
に

胸
骨
圧
迫→

他
の

人
が
１
１
９
番
通

報→

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装

着
し
て
操
作
す
る
、

と
い
う
一
連
の
実

技
を
チ
ー
ム
で
行

い
、
「
真
っ
先
に

心
肺
蘇
生
法
を
行

う
こ
と
が
命
を
救

う
カ
ギ
」
と
の
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

閉
会
式
で
消
防

署
員
の
講
評
を
受

け
、
参
加
者
は
訓

練
の
成
果
を
胸
に

散
会
し
ま
し
た
。
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４
年
ぶ
り

防
災
訓
練
を
実
施

成
沢
小
体
育
館
で

退
職
前
に

結
成
し
た
て

の
男
声
合
唱

団
「
常
磐
ひ

た
ち
メ
ン
ネ

ル
コ
ー
ル
」
に
参
加
し
、
今
は

２
代
目
団
長
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
捷
治
さ
ん
（
85
）
。

「
幅
広
い
音
域
を
４
パ
ー
ト
で

歌
う
重
厚
な
響
き
」
の
魅
力
に

惹
か
れ
学
生
時
代
に
活
動
し
て

い
た
男
声
合
唱
。
パ
ー
ト
は
バ

ス
で
す
。
練
習
会
で
は
準
備
運

動
の
顔
面
体
操
（
誤
え
ん
予
防

に
も
な
る
「
パ
タ
カ
ラ
」
発
声

を
含
む
）
の
後
、
皆
の
呼
吸
を

合
わ
せ
て
「
大
き
な
声
で
合
唱

し
て
い
る
時
が
一
番
楽
し
い
」

と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

大
学
で
電
気
工
学
を
学
び
日

製
日
立
工
場
に
入
社
し
産
業
用

モ
ー
タ
の
設
計
・
製
造
か
ら
保

全
管
理
ま
で
技
術
一
筋
に
高
度

成
長
期
の
日
本
を
支
え
ま
し
た
。

夫
婦
で
ア
リ
ー
ナ
に
通
い
、

健
康
体
操
で
体
調
維
持
を
心
が

け
る
。
多
趣
味
・
多
彩
な
活
動

が
で
き
る
の
は
「
夫
婦
と
も
に

元
気
で
あ
る
幸
せ
」
が
原
点
と

感
じ
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
を
夫
婦
で
生

き
抜
こ
う
と
す
る
達
人
の
極
意

は
、
①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

②
適
度
な
運
動
③
運
動
・
趣
味

を
継
続
す
る
。
こ
れ
ら
に
日
ご

ろ
の
行
動
を
習
慣
化
す
る
意
志

を
感
じ
ま
す
。

長
く
続
け
て
い
る
趣
味
、
囲

碁
や
ゴ
ル
フ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
な
ど
も
多
く
の
仲
間
と
楽
し

ん
で
い
て
、
毎
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

に
は
空
き
が
無
い
ほ
ど
。
合
唱

や
器
楽
の
演
奏
会
で
は
地
域
の

方
々
に
癒
や
し
と
感
動
を
届
け

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
そ
ば
打

ち
や
ジ
ャ
ム
作
り
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
制
作
な
ど
豊
か
で
有
効
な
人

生
を
彩
る
手
立
て
を
た
く
さ
ん

お
持
ち
で

し
た
。

ご
一
家

の
末
長
い

幸
せ
を
祈

り
ま
す
。

お
元
気
さ
ん
紹
介
⑭

西
成
沢
町

安
藤

捷
治
さ
ん

「
元
気
の
源
は
合
唱
、
老
化
予
防
に
も
最
適
」



10
月
11
日(
水)

、
４
年
振
り

の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
い
わ
き
市

の
三
崎
公
園
に
お
い
て
参
加
者

49
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日

和
に
恵
ま
れ
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

か
ら
は
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ

マ
が
望
め
、
青
く
澄
み
切
っ
た

阿
武
隈
山
地
、
秋
の
陽
に
輝
く

太
平
洋
と
外
航
船
、
波
寄
せ
る

岩
壁
と
透
き
通
っ
た
海
底
な
ど

の
大
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

潮
風
を
心
地
よ
く
感
じ
な
が

ら
和
気
あ
い
あ

い
、
励
ま
し
合
っ

て
散
策
し
、
そ

の
後
は
、
お
楽

し
み
の
昼
食
と

買
い
物
タ
イ
ム
。

秋
の
一
日
を

存
分
に
楽
し
み

ま
し
た
。
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10
月
21
日(

土)

、
４
年
ぶ
り
防
災
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
宇
都
宮
市
に
あ
る
「
栃
木
県
防
災
館
」
へ
防
災
部
員
の

ほ
か
、
一
般
の
参
加
者
を
含
め
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
速
道
を
経
て
現
地
に
到
着
。
啓
発
ビ
デ
オ
を
視
聴
後
、
２

グ
ル
ー
プ
に
別
れ

大
風
、
煙
迷
路
、

地
震
、
大
雨
の
４

種
を
体
験
し
ま
し

た
。
殆
ん
ど
が
初

め
て
極
限
状
況
を

体
験
、
備
え
と
早

期
避
難
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

防
災
研
修
を
実
施

～

自
主
防
災
防
犯
部

10
月
22
日
（
日
）
、
成
沢
の

史
跡
と
歴
史
を
訪
ね
る
「
日

立
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
」

が
学
区
外
を
含
め
21
名
が
参

加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

小
豆
洗
不
動
尊
の
由
来
な
ど

の
説
明
を
受
け
、
成
澤
鹿
島

神
社
宮
司
よ
り
神
社
の
由
来

や
歴
史
、
さ
ら
に
成
沢
小
学

校
発
祥
の
水
漏
舎
跡
や
池
の

川
弁
天
池
に
つ
い
て
の
説
明

も
伺
っ
た
。

そ
の
後
、
６
号
国
道
に
出

て
宝
塔
寺
ま
で
ウ
ォ
ー
ク
。

住
職
か
ら
宝
塔
寺
の
建
立
か

ら
現
在
ま
で
の
変
遷
や
市
文

化
財
の
仏
像
な
ど
を
伺
っ
た
。

こ
の
ウ
ォ
ー
ク
は
日
立
の

史
跡
や
歴
史
を
巡
る
企
画
で

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

～

成
沢
地
区
を
巡
る

11
月
８
日
（
水
）
成
沢
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
男
性
の

た
め
の
料
理
教
室
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
食
生
活
改
善
推
進
員

４
人
の
指
導
の
も
と
６
名
の
男

性
が
参
加
し
ま
し
た
。

説
明
後
、
２
班
に
分
か

れ
て
調
理
を
開
始
、
献
立

は
減
塩
志
向
の
①
甘
辛
カ

レ
ー
き
つ
ね
丼
②
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
白
和
え
③
出
汁
の

い
ら
な
い
豚
汁
の
３
品
目
。

馴
れ
た
包
丁
さ
ば
き
の
人
も

い
て
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
も

調
理
の
楽
し
さ
を
体
験
、
試
食

ま
で
和
気
あ
い
あ
い
の
ひ
と
時

を
過
ご
し

ま
し
た
。

料
理
教
室
も
４
年
ぶ
り

成
沢
食
改
グ
ル―

プ


